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豊田市民の誓い

主催者あいさつ

来賓あいさつ

井郷地区における「社会を明るくする運動」

(1)「更生保護」の制度と市民の役割について

(2)井郷の子どもたちが安心 して過ごせる地域づくり
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豊田市民の誓い

わたくしたちは、七州をのぞむ美 しい山河にかこまれ

輝かしい衣の里の歴史と伝統をうけつぎながら、明日に

向かって延びゆく豊田市の市民です。

1,緑をはぐくみ、川を大切にして
豊かな自然を愛しましょう。

1,スポーツに親しみ、教養を高めて
文化の向上に努めましょう。

1,元気で働き、若い力を育てて
幸せな家庭を築きましょう。

1,互いに助け合い、心の輪を広げて
あたたかい町を作りましょう。

1,い のちを尊び、きまりを守って
住みよい社会をつくりましょう。



第 76 ロ “社会を明るくする運動 '

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

“社会を明るくする運動 "は、すべての国民の皆様が、犯罪や非行の防止と

立ち直りについての理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、新たな

被害者も加害者も生まない明るい地域社会を築くための全国的な運動です。

昭和26年に始まって以来、今年で76ロ ロを理えました。

社会の中で犯罪や非行から立ち直ろうとする人を支援する「更生保護」は、

まさに安全・安磁な社会の基盤となる取組です。この更生保護を支えているの

が、「保護司」をはじめとする更生保護ボランティアであり、過去の過ちから立ち

直ろうとする人々に寄り添い、再出発を助けています。

我が国の更生保護の取組は、海外でも高く評価されており、今和7年 12月 に

採択された「再犯防上に関する国逹準則」でも、推奨される取組の一例として、

保護司(hoOoshi)が紹介されています。しかし、国内において、その取組はぬずし

も身近な存在として認識されていないのが現状です。

そこで、第76口 il整動では、「『保護司』をはじめとする更生保護ボランティアを
♂

広く知ってもらおう」という統一テーマを掲げ、よリー体的に運動を展開することと

しました。

政府といたしましては、本運動への賛同を示す“幸福 (しあわせ)の黄色い羽

根 "のもと、更生保護が「あたりまえ」に無られる存在となり、立ち直りの支援の

輸が更に広がるよう取り組んでまいります。

国民の皆様には、ぜひ更生保護の取組や意義に関走をお寄せください。そし

て、安全・安ミな社会の実現のため、それぞれの立場でできることに思いを馳

せ、一歩踏み出していただけますと幸いです。あなたの一歩が、社会を支える

力になります。
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「社会を明るくする運動」の趣旨

べての国民が、犯罪や非行の防止と立ち直り
について理解を深め、それぞれの立場1こおいて

血全全⊇二、明るい地域社会を築くための全国
的な運動です。

井郷地区での実践の提案 早
昨年度までの「小中学生の

作文発表」から一時離れて

「社会を明る<する運動」の趣旨を踏まえ、犯罪・

非行防止と更生支援の理解を深めるとともに、

基盤墜整二重ュニニ五として、日常のつながりが

子どもの安心を支えているという、既存活動の

意味を共有し、地域全体でつながりを育くむ意
識を広げることにつなげていく。

「社会を明る<する運動」の趣旨を踏まえて、更生
ノ呆護制度と市民の役割を学ぶ。

さらに、そこで得た視点を基にして、井郷地区の

子どもたちの育ちを支える、地域住民としての

実践取組を考える機会とする。

運動の歴史や内閣総理大臣メッ
セージを学び、更生保護ボラン
ティアの重要性や事例動画を通し
て、立ち直り支援の実態について

理解する。

回
内閣総理大臣
メッセージ

回

日

回

沿革

ある少年院
出院者の思い

第76回「社会を明るくする運動」
丼郷地区大会

～更生支援における市民の役割りを学ぶ～
運動の趣旨
すべての国民が、犯罪や非行の防止と立ち直りについて理解を
深め、それぞれの立場におしヽて力を合わせ、明るい地域社会を

築くための全国的な運動です。

らおう

井郷地区コミュニティとして、・・・・

本国の内容
(1)「更生保護」の制度と市民の役割について
1.「社会を明るくする運動」、「更生保護」の理解
2.「犯罪や非行からの立ち直り」の要点

(2)井郷の子どもたちが
安心して過ごせる地域づくり

1.問いの設定
2.調査概要
3.調査結果
4.核となる地域課題
5t学校及び自治区の取組事例
6.まとめと提案 2

(1)「更生保護」の制度と市民の役割について

1.「社会を明るくする運動」、『更生保護」の理解

1菫去■,勇う二,う通魏1■量三(嬌二霧豊走菫奎墨ふ:1,
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・～犯罪や非行を防止し,立ち直りを支える地域のチカラ～
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(1)「更生保護」の制度と市民の役割について

2.『犯罪や非行からの立ち直り」の要点

更生保護ボランテイア
・保護司
・協力雇用主
・更生保護女性会
・BBS会
更生保護施設
自立準備ホーム

更生保護の重要な視点

「孤立」 4

事例から、立ち直りの過程では「孤立」が大きな

課題であり、何気ない言葉が影響すること、日常
的なつながりや相談できる関係が支えになる
ことが分・かつた。

井郷地区コミュニテイー会議 青少年育成委員会
として、学びから得た「孤立」という視点で地域
課題を具体化するために、井郷地区の子どもた
ちが安心して過ごせているか、相談できる関係
があるか、人とのつながりを感じられるかという

問いを立て、実態調査を行うことにした。

井郷地区の小中学生を対象にアンケートを実施
し、孤立感や地域とのつながりの実態を把握し、

安心できる地域づくりの着眼点を整理した。
′
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添付資料1

調査から、多くの子どもにとつて学校は安心で
きる場所であり、生活の基盤として一定の安心
感があることが分かつた。

(2)井郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づ<り

1.問いの設定

子どもたちは

孤立していないか?
・ 居場所はあるか
。相談できるか
。つながりはあるか

5

(2)井郷地区の子どもたちが

安心して過ごせる地域づくり

2.調査概要

対象
(井郷中学校  2,3年生)
(井郷地区小学校 5,6年生)

目的

(孤立感・つながり)

「安心できる地域づくり」

6

(2)井郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づ<り

3.調査結果
「学校は安全。安心の場」
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(2)井郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づくり

3.調査結果
「学校は安全・安心の場」
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その背景には、学校には自分のことを分かつて
くれる生徒や先生がいる。
これは日々を学校で過ごす中で、少しずつ積み
重ねられた信頼感によるものと考えられる。

一方で「なお理解してほしい」とも感じていて、

相談相手がいない。相談しにくい状況もあり、

内面的なつながりの弱さが示された。

子どもは友達と気軽に過ごせる共有空間と、
一人で過ごせる個別空間の両方を求めていて、
状況に応じて場所が選べることが望ましい。

(2)井郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づくり

3.調査結果
「見えていない孤立感」
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(2)井郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づくり

「共有スペース 」
・友達と集まれる場所(ゲームセンターなど)
・気軽に遊べる公醸(ボール蹴り、草野球など)
・ルールを守つて安心して過ごせる場所

「両方を行き来したい」 10

欲
し

場
所

い

「個別スペース 」
,静かで落ち着く場所 (図書館など)
・一人で過ごせる部屋

3,調査結果

(2)井郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づくり

欲しい人間関係

・信頼できる人
・見守つてくれる人
・話をよく聞いてくれる人

「日常的に寄り添いながら関わる
適度な距離感」

11

3.調査結果

求められているのは信頼できる見守りや相談相
手であり、過干渉でも無関心でもない、日常的に

寄り添う関係性の重要性が示された。



(2)井郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づくり

4.核となる地域課題

「孤立の解消」

靡 視点転換

「つながりの質の向上」

12

(2)丼郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づくり

5.学校及び自治区の取組

13

同ス区分

活動名(活動概要)

丼
上
小
4～ 6年生で行うクラブ活動の講師 他 〇 ○ ○

熙
郷
小
登下校の見守り ○ ○

丼
郷
中
とよクラ見守り隊(補助員) ○ ○

′

孤立の有無だけでな<、 人と人とのつながりの
「質」に着目することが重要であり、その関係性
のあり方が安心につながると考えられる。

学校や地域での活動を「つながりが育つ場」の

視点で紹介していただく。

添付資料2

登下校見守りなど多様な活動が顔なじみの関係
を生み、日常的な接点が安心や信頼関係を積み
重ねることで、将来の相談相手になる人との

出会いが期待できる。

関

“

区,,

活動名(活動概要)

下
古
屋
登下校の見守り ○ ○

御
船 御船ふれあい祭 (出店の運営) ○ ○ ○

丼
上 水無瀬川植栽草取り活動 ○ ○

天
道

<八柱神社 天王祭り・秋の例大祭>
運営手伝い 自治区×子供会

〇 ○ 0

高

町 子どもたちの「イケオジ」 O ○ ○ ○ ○
14

(2)井郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づ<り

5.学校及び自治区の取組

見守り=軽い接点X日々の繰り返し

協働=役割を共有する接点×意見交換

指導=師匠との接点×日々の繰り返し

畢
安心・信頼の蓄積

尋
将来の相談相手の可能性 15



(2)井郷地区の子どもたちが
安心して過ごせる地域づ<り

5.学校及び自治区の取組

安心できる関係性の育み=「日常の積み重ね」

・顔を合わせる

・見守る

・あいさつを交わす

。意思を交わす

16

(3)まとめと提案

『社会を明るくする運動』の趣旨

繭氏がそれぞ絶の立場 :こおしヽて

力を合わせ

犯罪や非行のない地域社会を築く

く願レ井郷地区では
「つなが

'メ

雀宵てる』難常の実錢で
犯罪や非行のない地域社会を築く

17

特別な活動でなく日常のあいさつや見守りが安
心につながり、その積み重ねが井郷地区の子ど

もたちが安心して過ごせる地域づくりにつなが

ると期待する。

日常のつながりが子どもの安心を支えていると

いう、既存活動に含まれている意義を共有し、
地域全体でつながりを育<む意識を広げること
を提案する。

区コ ュニティとして、子どもたちの育ち
において「つながりを育くむ」日常的な

関わっていきましょう !

′



資料
′

上

「安心して過ごせる地域づくリアンケー ト」

井郷地区コミュニティ会議 青少年育成委員会
このアンケー トは、みなさんが毎日を安心して過ごせる地域づくりのために行います。

正しい答えや間違った答えというものはありません。

あなたの気持ちに近いものを選んでください。

例  た る//少 しある/あまりない/ない

1.学校で「ほっとする」と感じることがありますか

たくさんある/少 しある/あまりない/ない

2.学校で休み時間に一緒に過ごす人はいますか

たくさんいる/少 しいる/あまりいない/いない

8.学校で「自分のことをわかってくれる人」がいると思いますか

たくさんある/少 しある//あ まりない/ない

4.困ったときに話を聞いてくれる人はいますか (「いない」と答えた人は間 6へ )

いる/いない

5,その人に「助けて」と言いやすいですか

とても言いやすい/少 し言いやすい/少 し言いにくい/言いにくい

6.悲 しいときや不安なときに一人で「がまん」することがありますか

とても多い/少 しある/あまりない/ない

7.「 自分のことをわかってもらいたい」と感じることがありますか

とても多い/少 しある/あまりをい/ない

8.「ひとりぼっちになつてさみしい」と感じることがありますか

とても多い/少 しある/あ まりない/ない

9.安心して過ごせる場所や時間がありますか

学校 :と ても多い/少 しある/あ まりない/ない

地域 :と ても多い/少 しある//あまりない/ない

10.「 こんな場所があつたり、こんな人がいたらいいな」と思うことがありますか

あれば書いてください。

以上です。

ご協力ありがとうございました。



資料 2
「つながりが育つ場」活動事例

井

上

小

学

校

○

地域コーディネーター

学校と地域を結びつける。地域学校共働本部の行う活動のとりまとめと運営、学校が必要とする地域

の情報を提供する。地域学校共働本部の事業の拡大を検討由。今年度かり、サポーターズ相談会の実

施。ボランティアの地域募集の展開。

裏

方

居場所

登校日の｀校後から年後 5時まで児童の預かりを井二小三頂で行う。
○

図書館ボランテイア

丼上小学校の図書館の掲示物を作既する。毎週火:雷 日の■前に活動。(随時募集中)
○

読み聞かせボランテイア

児童に本や絵本、紙乏居を 15分 間の読み聞かせを行う。本曜日の8時 30分 ～45分で
年間 13回 行っている。一人数回。

○

登下校見守り隊

登下校の見守りで、特に下校時に危険なポイントなどで児童の安全を見守る。 (随時募集中)
○

校外学習見守り

校外学習において、移動時などで安全を見守る。
○

ミシンボランテイア

5・ 6年生の家庭科の授業で、 ミシンを使った製作で
○

○
上」SCク ラブ

ッカー部 バスケットボール部 フアンファーレ部(吹奏楽部)での指導及び補助を行う。
○

○

クラブ活動の講座

4～ 6年生で行うクラブ活動の講師を行う。

は棒の手クラブを井上棒の手保存会、福祉体験クラ/´ζ豊田市社会福祉協議会、無門福社会
′

来年度に向け_=師募集中。光の家、福寿園、クローバーが行つている。

○

○

〇

四

搬
`′」ヽ

学

校

○ 登下校の見申
`リ

O ○

あいさつ運動 ○ （）

クラブの活動 (四郷ジュニアスポーッ・ヵルチャークラブ) ○

井

狙「

中

学

校

○ とよクラ見守り隊 (補助員) ○ ○

=

i=:

=
=

澤
確
携
諄
瞥
巨
に
医



「つながりが育つ場」,舌動事例

下

古

屋

自

区

○ 登下校見守り ○ ○

く下古屋夏まつ.1>

出E運営 目
'台

区 X子供会
○ ○ ○

く花火大会 >

手持ち花火 自治区×ジュニアクラブ
○ ○ ○

井

上

自

区

○ 7k無瀬||1植栽草取 .り

,舌動 ○ ○

自治区ふれあい夏祭り ○ ○ ○

敬老視賀会 ○ ○

御

船

自

区

○

<盆踊り>

出店の運営 自治区 Xジュニアクラブ
踊りの練習および本番への参加 自治区×子供会

○ ○ ○

く御船ふれあい祭 >

出店の運営 自治区×ジュニアクラブ
ステージ発表 小学生

○ ○ ○

登下校見守リ ○ ○

天

道

自

区

く登下校見守り>

四郷小ボランティア団体 (約 60人)が、毎日交差点などに立って見守りと声かけ
○ ○

く夏祭り盆踊 り大会 >

実行委員会形式で由店運営 自治区×子供会
○ ○ ○

○

く八柱神社

運営手伝い

天王祭 り。秋の例大祭 >

自治区×子供会
○ ○ ○

く餅つき大会 >

実行委員会形式で運営 自治区×子供会
○ ○ O

く文化祭>

子どもの作品展示運営 自治区×子供会
○ 〇 ○

町

自

区

○
自治区区長として&大人の区民の一人としての子どもたちとの関わり

(子 どもたちの「イケオジ」)
○ ○ ○ ○ ○
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居場所

土曜学習 絵手紙

丼郷未来塾 ‖平 棋

図書館ボランティア

折り紙ボランティア

読み間かせボランティア

支援ボランティア

環境整備ボランティア

地域講師

地i或教材

放課後の児童預かり

他共働本部と協力し

ての文化講座

本の読み聞かせ

図書館の掲示物作り

丼上JSCクラブ サッカー部

ミニバスケットボール部

フアンファーレ部

四郷小学校と合同の

夏休み学習会

1堆城探検説明著

こども鐵幼雅鐘霧長

俸の手 機機施設



「こ藤を場
‐
場
‐
1食募集 f

豊饉市立井郷中学校長

令和 8年 9月以降、学校 (教員).に代わつて地域の方が指導者になり(豊圏市と各学校の地域学
校共働本音13が運営者となる「とよ血:調醸載クラブi)霧動 (とょクラ)運 をスタニトしますじ

現在(井郷中学校では、とよクラ完全移行に血けての準備在進めてしヽます:
とよクラは、これまでの部活動と同様の種自や活動場所、時間帯で行もヽます。

とよクラの運営は、学校に代わつて地域が担うことになります。そのため、保護者のみなさまや

地域のみなさまのご支援が不可欠ですじ

が必要ですが、

キ由あとよタ
くな|りまず:

そこで、保護者のみなさまや地域にお住まいのみなさま {こよる「とよクラ見守り隊 (補助員 )」

を募集します。

●

●
●

■

豊国市立丼郷中学校 部活動 ニデイネ上を二 小本曽

ラの活動ができな

■ |■ |
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